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科目提供大学名
担当教員
単位数
最大授業定員

開講学期

成績評価
テキスト
参考文献
授業以外の学習方法
その他の特記事項

講義概要

授業計画・内容

到達目標

関西学院大学

2 単位
40 名

平常出席評価および学期末レポート
随時授業中資料配布
随時授業中紹介
授業期間中に見学会などを紹介し、その参加を奨励する

自然が私たちに与えてくれた環境、歴史上の先人たちが遺した遺産が
知らず知らずのうちに破壊され、失われています。ピーター・ラビッ
トの作者ベアトリクス・ポターはイギリスナショナルトラストを組織
して文化遺産の保存活動を行いました。私たち市民の力で、私たちに
とってかけがえのない身近な文化遺産をどのように受け継ぐべきか、
そのために必要な考え方、知識、実例、方法などを、みなさんこそが
その活動の主役となるために一緒に考えます。なお、関西学院大学、
神戸女学院大学等のヴォーリズ建築を実際に見学する予定です。
自分たちの地域の文化遺産の存在、重要性、意義を理解する。
そのような文化遺産の継承の可能性、方法を考える。
その保存のための企画、提案を行う。
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  2．

  3．

  4．
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  6．

  7．
  8．
  9．

（文信研理事 関西学院大学名誉教授 田淵 結）

（文信研理事 アメニティ理事長 清水 彬久）

（文信研理事 アメニティ理事長 清水 彬久）

（文信研理事長 元大阪芸大教授 福原 成雄）

（文信研理事長 元大阪芸大教授 福原 成雄）

（文信研理事 京都大学教授 中嶋 節子）
（関西学院大学准教授 石榑 督和）

（文信研理事 大阪芸大名誉教授 山形 政昭）

（文信研理事 関西学院大学名誉教授 田淵 結）

イントロダクション　この講義の進め方、展開、予定など

イギリスナショナルトラスト運動について

日本でのナショナルトラストの展開　

世界の文化遺産保護の動き

日本における文化遺産保護の動き

私たちのコミュニティの文化遺産

都市の中の文化遺産
ヴォーリズ建築の魅力
西宮市内のヴォーリズ建築見学

田淵  結（関西学院大学名誉教授）他 10 名

後期 3 時限（15：30 ～ 17：00）木曜日（9 月 26 日～ 1 月 16 日、
12 月 25 日～ 1 月 7 日は冬休み期間）

フィールドワークの現地への交通費は自己負担です。

私たちのまわりの文化遺産を考えよう
Cultural Heritages Around Us

オリジナル科目 フィールドワーク
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「私たちのまわりの文化遺産を考えよう」

10.

11．

12．

13．

14．

15．

（文信研理事 熊森協会代表 室谷 悠子）

（文信研業務委員 兵庫県ヘリテイジマネージャー 津枝 勝見）

（文信研理事 京表具宇佐美修徳堂 宇佐美 直治）

（アメニティ理事 弁護士 奥村 太朗）

（文信研監事 弁護士 武田 智行）

（文信研理事 関西学院大学名誉教授 田淵 結）

※ アメニティは「NPO法人アメニティ 2000協会」、文信研は「文化遺産信託研究会」

文化遺産としての自然遺産

ヘリテイジマネージャーの働き

文化遺産としての紙

法律から考える文化遺産

文化遺産保存活動のガバナンスとファイナンス

フィールドワーク、まとめ、ふりかえり
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清水 彬久
（文信研理事・

アメニティ理事長）

福原 成雄
（文信研理事長・
元大阪芸大教授）

中嶋 節子
（文信研理事・
京都大学教授）

石榑 督和
（関西学院大学准教授）

山形 政昭
（文信研理事・

大阪芸大名誉教授）

宇佐美 直治
（文信研理事・

京表具宇佐美修徳堂）

奥村 太朗
（アメニティ理事・

弁護士）

室谷 悠子
（文信研理事・
熊森協会代表）

津枝 勝見
（文信研業務委員・
兵庫県ヘリテイジ
マネージャー）

武田 智行
（文信研監事・

弁護士）

＊講義順

【代表】柴田 学（人間福祉学部 社会起業学科 准教授）
1.

2.

1984年徳島県生まれ。博士（社会福祉学）。研究キーワードは、社会的連帯経済、
コミュニティワーク、社会福祉学。主な著書に『これからの社会的企業に求め
られるものは何か』（共編著：ミネルヴァ書房）、『社会福祉法人はどこに向か
うのか』（共著：大阪公立大学出版会）、『増進型地域福祉への展開』（共著：同
時代社）など

「社会的連帯経済＝人と人との支え合いによる経済活動」に魅力を感じて研究
しています。具体的には、地域住民の協働で展開されるコミュニティビジネス、

NPO や協同組合、地産地消を生み出すフェアトレードタウン運動に注目して研究を進めています。
講義では、関西圏に拠点を置いている会社や組織から講師を招く予定です。また、受講生が将来に
必要なスキルとコミュニケーション能力を高められるように、講師や受講者同士の対話・交流を重視
したいと考えています。
コロナ禍以前・以後で、仕事・組織のあり方は価値観も含めて大きく変容しているように思います。
講義の受講を通じて多様な価値観に触れる中で、将来の人生設計や仕事選びに向けて視野を広げて
ください。

3.

4.

元関西学院大学文学部、教育学部教授、関西学院大学名誉教授　元関西学院院長
関西学院キャンパスの設計者ヴォーリズの作品を通じ歴史的文化遺産の保存
継承に強い関心を持っています。
みなさんの身近な文化遺産のすばらしさをを見つけてください。
できるだけ皆さんと一緒に学ぶクラスづくりをしたいと思います。

以下のアメニティは「NPO法人アメニティ 2000協会」、文信研は「文化遺産信託研究会」

【代表】田淵 結（名誉教授）
1.
2.

3.
4.

※

「私たちのまわりの文化遺産を考えよう」

「組織・仕事から考えるライフデザイン」 オリジナル科目

オリジナル科目




